
あなたの体の中の遺伝子は

誰の物ですか？
̶ 生命特許と遺伝子組み換え ̶

生命に特許はいらない！キャンペーン



　　は じ め に
天笠啓祐（市民バイオテクノロジー情報室）
最初に生命に特許権をもたらしたのは米国で、1980 年のことだった。そ
れ以来、生命の私物化が広がった。1990 年代には遺伝子も特許として認め
られた。これによって、たったひとつの遺伝子を入れるだけで生命全体を
私物化できる仕組みができ上がった。
生命特許は、企業による生命の独占をもたらしただけでなく、生命の操
作を加速させ、金儲けのための無秩序な生命改造合戦を進行させた。早く
この生命特許を止めないと、地球や人間の未来は暗澹たるもになるだろう。

安田節子（食政策センター・ビジョン２１）
「これまでは認められるはずもなかった権利が企業に付与され、生命体に
知的所有権を主張し、私有化することがまかり通っています。
この本を読んだら、あなたもきっと声を上げるでしょう。『生命特許』禁
止！と」
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生物は特許の対象になる、という判決

ジェネラル・エレクトリック社のアナンダ・チャクラバ
ルティが 1971 年に、遺伝子組み換え技術を用いて、
微生物を開発して特許を申請しましたが特許局は、生物
は特許対象にはならないとして、申請を却下しました。
彼は訴えて1980年、アメリカ最高裁は5対4の評決で、
生物は特許の対象になる、という判決を下しました。
（米最高裁は2013年 6月、人間から取り出した遺伝子
に関する特許の有効性をめぐる裁判で、これを無効とす
る判決を全会一致で下した。）
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遺伝子組み換え食品

遺伝子組み換え食品は、安全性に強く疑問がもたれてい
ます。ある科学者が遺伝子組み換え大豆を母親のラット
に食べさせたところ、高い割合で赤ちゃんが死亡しまし
た。モンサントの殺虫成分を生産する細菌のDNAが、
北米の80％以上の女性と、その胎児の血中から検出さ
れているとの報告があります。
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世界を支配するアメリカ

アメリカは遺伝子組み換え技術が最も進んでいる国で、
世界貿易機関（WTO）の知的所有権の貿易関連の側面
に関する協定（TRIPS）、環太平洋戦略的経済連携協定
（TPP）などを使って自国の特許制度を全世界に認めさ
せようとしています。これは世界的規模で独占状態を構
築しようと言う策略です。
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　宇宙が誕生してから約150億年、人類の誕生か
らは約 2,600 万年とされています。つまり、人
類が地球上に現れることができる状態になるのに、
140億年以上かかったのです。地球はこの間に、動
植物の生存に関する数え切れないほどの実験を繰り
返してきました。

　人類は過去200年の間に、天然資源を搾取する
科学技術を通して、地球の化学、地質、生態を、か
つてない規模で変えてしまいました。私たちは、こ
の惑星の空気、土壌、水、太陽光、生物を破壊して
います。

　いま、科学者たちは未熟な技術を用いて、遺伝学
的に同一の動植物を創り出しており、自然界が何百
年もかけて構築してきた実験が無に帰しています。
食品生産流通網を支配するために、つまりは人々を
支配する一つの手段として、そうしたことが行われ
ているのです。

　先進的な産業文化は最大の利益を得るという経済
的理由のため、あるいは、政治的に支配する目的で、
大衆をコントロールし、魅了し、操る手法を編み出
した。そのために、人間が人間でなくなっている。人々
が目を覚まし、自分自身、社会、国家、そして世界
がいま置かれている窮状を見据えられるよう、尽力
すべきです。

　コミュニティの力を増進させること、そして、自
分の生活と世界を知り、それを自らコントロールで
きるよう、人々を啓発する環境をつくりましょう。

ブレンダン・ラヴェット
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　　あ と が き
　これを読んでショックを受けられた事でしょう。しかし、この冊子は
遺伝子組み換えと生命特許について非常に簡単な導入にしかすぎませ
ん。

　実は一つ一つの問題について一冊の本が書けるくらい恐ろしい事が沢
山あります。この問題をメディアはほとんど取り上げない為この冊子を
作る事にしました。もっと詳しい情報をお知りになりたい方は下記まで
御連絡下さい。

天笠啓祐　【市民バイオテクノロジー情報室】
〒 169-0051 新宿区早稲田町 1-9-19 アーバンヒルズ早稲田 207 号室
遺伝子組み換え食品いらない！キャンペーン内
電話 （03）5155-4756
FAX （03）5155-4767
E メール　
ホームページ　

天笠啓祐の著書
「遺伝子組み換え食品」（緑風出版）
「世界食料戦争」（緑風出版）
「遺伝子組み換え作物はいらない！」（家の光協会）
「生物多様性と食・農」（緑風出版）
「暴走するバイオテクノロジー」（金曜日）



　　冊子の御注文は下記へ
冊子は無料ですが、送料は御負担下さい。

（カンパも歓迎いたします。）

御注文は、ファックス又はメールでお願い致します。

マッカーティン・ポール　【生命に特許はいらない！キャンペーン】
〒 250 -0121 神奈川県南足柄市広町 51
電話／ FAX 0465-43-6946
E メール nopatentsonlife@gmail.com
ホームページ www.columban.jp/

2014 年 7 月

この冊子は http://www.columban.jp/files/LifePat2012_J.pdf でダウ
ンロードできます。


